




要約:脳室周囲白質軟化症(PVL)が、生存し得た極あるいは超低出生体重児に発症する脳性

麻卑(CP)の主病変であるとされている。そこで、まず、PVL の診断基準に関して、画像判

読の統一基準、  白質の定量的評価の可能性を示し、PVL 関連用語の定義案について検討

した。次いで、PVL における超音波診断と病理的診断の一致性につき検討を行い、良好な

相関を得た。周産期におけるPVL の出生周辺の発症危険因子として高度変動一過性徐脈お

よぴ持続性徐脈を、また出生後の臨床的検討で、臍帯血 BE、GI 療法施行、低 CO2 血症を

リスク因子として抽出した。さらに、PVL の MR 画像所見と病変の進展度に相関のあるこ

とを示すとともに、その成因解明に向けて新生仔ラットの虚血傷害モデルにおいて脳内

NO2/NO3 測定系を確立した。


